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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・大山　広美様～14:30東Ｄユニット19号室→西病棟Ａユニット50号室へ転出。SST指示も頂き、本日分は病棟転出前に実施している。
・逸見　正浩様～昨日外泊より帰院時、施設職員より12/10(月)11:00退院・初外来日12/24
の希望あり、主治医へ報告し退院許可あり。初外来日は12/24(月)10:30予定となる。持参薬が12/18分迄あり。退院時処方として、12/10〜12/18分迄の持参薬に追加分の処方と12/19～7日分の処方あり。退院日の12/10分は服薬カートにセット済み。
・高屋敷　良子様～主治医より喀痰培養検査の指示あり、実施・提出している。
・藤井　孝蔵様～左大腿部裏の褥瘡悪化傾向あり。状態報告し午後主治医外来終了後、診察して頂き、本日からアズノール塗布+ラップ保護の処置の指示あり(12/11(火)迄)。(火)迄上記指示の処置にて経過を見て、再度指示受け行っていく予定。
・夏堀　麗紗様～本日朝食後より下痢があるとの事で薬処方希望あり。主治医へ報告し、ラックビー微粒Ｎ　1％　1g/包　3包　3×毎食後(本日夕～)　5日分処方となる。
　　　　　　　　
・松村　博美様～本日排便-6日目。主治医へ報告し、処方・施行指示あり。又、今後の南病棟への転出に関しても確認を取り、許可となっている。
・小澤　和子様～本日排便-6日目。主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示。
・山本　真智子様～本日排便-4日目。本人に確認し排便無い為、下剤希望あり。主治医へ報告し、便秘時のIFオーダー追加(センナリド2T)、センナリド2T　1×便秘時　3回分処方となる。
・小向　静江様～今後の西病棟又は北病棟への転出に関して、主治医へ確認し、許可となっている。
・伊藤　和子様～三浦様(内縁の夫)より連絡あり、面談希望との事(本人の病状や今後の面会について)。主治医へ確認し、薬剤調整中だが現状入院時と精神症状の変化は無く、幻覚・妄想状態は続いている事・三浦様との面会は本人が拒否的である為、今後面会された際に病状の悪化の可能性もある事について説明行い、上記説明した上で面談希望あるのであれば対応するとの事(面談設定する際は火曜の午後の指示)。三浦様へ再度連絡し上記説明行い、面談希望の意思は変わらず。三浦様と相談の上12/18(火)15:00予定とし終話。主治医にも報告し了解得ている。
・鹿原　博夫様～吸引・酸素吸入の指示を1週間分頂いている。又、点滴3本キープだが日勤帯での排尿10ml、全身の浮腫著明。16:30日直医三浦Drへ報告し口頭にて本日3本目の点滴は中止の指示を頂いている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。対面時は無表情、無言で妄想に関する発言は聞かれていない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。ホールで過ごす事多くみられ、妄想に関する発言や粗暴行為はみられない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放中は奇声を発し、ホール内を徘徊している。入室中は時折、ドア蹴りあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。午前・午後とドア蹴り頻回にあり。介入、傾聴で一時的には止めているが直ぐにドア蹴りを繰り返している。大声での不満の訴えもあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～発熱ないが、クーリングは希望あり、実施。食事も摂れている。
・鹿原　博夫様～血圧70～80台/40台で経過。痰鳴あるが、酸素飽和濃度低下無く、都度吸引施行。黄白色粘稠痰除去。声掛けにはスタッフ追視するが、数秒後には眼球上転見られている。全身の浮腫著明。
・十日市　伸子様～バイタル異常無し。ケア時には抵抗見られている。浸出液は持続も量は少なくなっている。
・藤井　孝蔵様～バイタル異常無し。左大腿部からの出血・排膿は持続。食事は摂取出来ており、活気もある。
・高屋敷　良子様～今朝37.0℃も徐々に解熱している。湿性咳嗽あり。痰鳴あり、都度吸引施行するが、完全には引けていない状態。終始独語見られる。酸素飽和濃度低下は無い。食事中、咳嗽見られる為、介助にて数口のみの摂取で終了している。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時間隔離中。気分の高揚さや他者への干渉、シャドーボクシングをする等の行動見られるが、他者トラブルは無く経過している。
